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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  画素電極側の蓄積容量電極の局所的な寸法シ
フトを小さくし、表示品質の劣化を最小限にとどめるア
クティブマトリクス型液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  マトリクス状に配置された複数の走査線
信号配線及び映像信号配線と、複数の走査線信号配線と
映像信号配線との交差点に対応する少なくとも１つ以上
のスイッチング素子と、スイッチング素子に接続された
画素電極と、画素電位を保持するために画素電極と走査
線信号配線とで構成される蓄積容量とを含み、画素電極
のうち蓄積容量を形成する部分が走査線信号配線の幅方
向を完全に被うように配置する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリクス状に配置された複数の走査線
信号配線及び映像信号配線と、
複数の前記走査線信号配線と前記映像信号配線との交差
点に対応する少なくとも１つのスイッチング素子と、
前記スイッチング素子に接続された画素電極と、
画素電位を保持するために前記画素電極と前記走査線信
号配線とで構成される蓄積容量とを含むアクティブマト
リクス型液晶表示装置であって、
前記画素電極のうち前記蓄積容量を形成する部分が前記
走査線信号配線の幅方向を完全に被うように配置される
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  マトリクス状に配置された複数の走査線
信号配線及び映像信号配線と、
複数の前記走査線信号配線と前記映像信号配線との交差
点に対応する少なくとも１つ以上のスイッチング素子
と、
前記スイッチング素子に接続された画素電極と、
画素電位を保持するために、前記画素電極と、複数の前
記走査線信号配線と同一層であり、かつ平行に配置され
ている共通容量配線とで構成される蓄積容量とを含むア
クティブマトリクス型液晶表示装置であって、
前記画素電極が前記共通容量配線の幅方向を完全に被う
ように配置されることを特徴とした液晶表示装置。
【請求項３】  前記スイッチング素子が薄膜トランジス
タである請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】  前記画素電極と前記走査線信号配線又は
前記共通容量配線との蓄積容量が、ゲート絶縁膜と薄膜
トランジスタ上の保護絶縁膜を挟持して構成されている
請求項１から３のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型液晶表示装置の画素電位保持のため蓄積容量を構
成する液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、アクティブマトリクス型液晶表示
装置の表示品位向上を図るべく、様々な画素構成が提案
されている。以下に、従来のアクティブマトリクス型液
晶表示装置について図面を参照しながら説明する。図５
は、従来の前段容量型アクティブマトリク液晶表示装置
における画素の構成図である。また、図６は蓄積容量部
Ａ－Ａ’間の断面図である。
【０００３】まず図５において、複数の走査信号配線と
映像信号配線のうち任意の走査信号配線１と任意の映像
信号配線２の交差点にスイッチング素子として薄膜トラ
ンジスタを構成する。当該薄膜トランジスタは、ドレイ
ン電極３を通じて画素電極４に接続されている。
【０００４】また、図６に示すように、画素電位を保持
するべく、任意走査信号配線１の前段部に相当する走査
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信号配線５の上にゲート絶縁膜６を、ゲート絶縁膜６の
上に保護絶縁膜７を、保護絶縁膜７の上に容量絶縁膜と
して画素電極４を設けることによって蓄積容量を形成し
ている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し
た従来のアクティブマトリクス型液晶表示装置の画素構
成では、画素電極４のうち蓄積容量電極としての役割を
果たしている部分が、前段走査線信号配線５に対して、
その３辺が前段走査線信号配線５の内側となるように構
成されている。そのため、画素電極４のうち蓄積容量電
極としての役割を果たしている部分の周辺長が長くなっ
てしまうことから、画素電極４におけるエッチング処理
によって、表示画面全体に対し局所的に画素電極パター
ン幅が太くなったり、あるいは細くなったりする寸法シ
フトが発生した場合には、蓄積容量値も大きく変動して
しまう。そのため、寸法シフトを発生した箇所について
正常な画素に比べて明るく表示される、あるいは暗く表
示される等、表示品質が劣化してしまうという問題点が
あった。
【０００６】本発明は、上記問題点を解消すべく、画素
電極側の蓄積容量電極の局所的な寸法シフトを小さく
し、表示品質の劣化を最小限にとどめるアクティブマト
リクス型液晶表示装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明にかかる液晶表示装置は、マトリクス状に配置
された複数の走査線信号配線及び映像信号配線と、複数
の走査線信号配線と映像信号配線との交差点に対応する
少なくとも１つ以上のスイッチング素子と、スイッチン
グ素子に接続された画素電極と、画素電位を保持するた
めに画素電極と走査線信号配線とで構成される蓄積容量
とを含むアクティブマトリクス型液晶表示装置であっ
て、画素電極のうち蓄積容量を形成する部分が走査線信
号配線の幅方向を完全に被うように配置されることを特
徴とする。
【０００８】かかる構成により、蓄積容量電極として機
能する画素電極が局所的に寸法シフトを起こした場合で
あっても、蓄積容量電極の周辺長を小さくすることがで
きることから、蓄積容量値の変動に与える影響が小さく
することが可能となる。
【０００９】次に、上記目的を達成するために本発明に
かかる液晶表示装置は、マトリクス状に配置された複数
の走査線信号配線及び映像信号配線と、複数の走査線信
号配線と映像信号配線との交差点に対応する少なくとも
１つ以上のスイッチング素子と、スイッチング素子に接
続された画素電極と、画素電位を保持するために、画素
電極と、走査線信号配線と同一層であり、かつ平行に配
置されている共通容量配線とで構成される蓄積容量とを
含むアクティブマトリクス型液晶表示装置であって、画
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素電極が共通容量配線の幅方向を完全に被うように配置
されることを特徴とする。
【００１０】かかる構成により、共通容量配線と画素電
極についても同様の配置とすることで蓄積容量電極の周
辺長を小さくすることができることから、蓄積容量値の
変動に与える影響が小さくすることが可能となる。
【００１１】また、本発明にかかる液晶表示装置は、ス
イッチング素子が薄膜トランジスタであることが好まし
い。薄膜トランジスタを用いる場合でも同様の効果が期
待できるからである。
【００１２】さらに、本発明にかかる液晶表示装置は、
画素電極と走査線信号配線又は共通容量配線との蓄積容
量が、ゲート絶縁膜と薄膜トランジスタ上の保護絶縁膜
を挟持して構成されていることが好ましい。かかる積層
構造とすることで、容量間の電流リークを減少させるこ
とができ、表示品質の劣化を防ぐことができるからであ
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】（実施の形態１）以下、本発明の
実施の形態１にかかる液晶表示装置について、図１及び
図２を参照しながら説明する。図１は、本発明の実施の
形態１にかかるアクティブマトリクス型液晶表示装置に
おける画素部の構成図である。
【００１４】図１においては、任意の走査線信号配線１
と任意の映像信号配線２の交差点にスイッチング素子と
して薄膜トランジスタを形成し、ドレイン電極３を通じ
て画素電極４に接続している。また、画素電位を保持す
るべく、図２に示すように、前段走査線信号配線５の上
にゲート絶縁膜６を、ゲート絶縁膜６の上に保護絶縁膜
７を、保護絶縁膜７の上に容量絶縁膜として画素電極４
を設ける点においては、従来のアクティブマトリクス型
液晶表示装置における画素部の構成と同等である。しか
し、容量電極として配置する前段走査線信号配線５が画
素電極４と交差するように、すなわち前段走査線信号配
線５の幅方向を完全に被うように画素電極４を配置する
ことで蓄積容量を形成している点に相異がある。
【００１５】かかる構成とすることによって、画素電極
４のうち蓄積容量電極としての役割を果たしている部分
が、前段走査線信号配線５に対して、その２辺のみが前
段走査線信号配線５の内側となるように構成されること
になる。そのため、画素電極４のうち蓄積容量電極とし
ての役割を果たしている部分の周辺長は、従来の構成の
場合よりも短くなることから、画素電極４におけるエッ
チング処理によって、表示画面全体に対し局所的に画素
電極パターン幅が太くなったり、あるいは細くなったり
する寸法シフトが発生した場合であっても、その蓄積容
量値の変動量は小さくなる。したがって、寸法シフトに
よる表示品質の劣化の度合も小さく抑制することが可能
となる。
【００１６】例えば、画素電極４が局所的に片側０．２
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μｍシフトした場合、本実施の形態１においては容量変
動率が０．６％であるのに対して、従来例においては容
量変動率が１．５％となる。その結果、画素の印加電圧
に換算すると、本実施の形態１では１０ｍＶ変化するこ
とに該当するのに対して、従来例においては２５ｍＶ変
化することに該当し、本実施の形態１では従来例の半分
以下に画素の印加電圧変動を抑制できていることがわか
る。
【００１７】なお、本実施の形態１においては、ゲート
絶縁膜６及び保護絶縁膜７をそれぞれ単層としている
が、ゲート絶縁膜６及び保護絶縁膜７の双方が２層以上
の積層膜であっても同様の効果が得られることは言うま
でもない。
【００１８】また、ゲート絶縁膜６と保護膜７で形成さ
れる積層構造を有していることから、容量間の電流リー
クを減少させることができ、走査線信号配線エッジでの
容量間ショート不良が低減されることで、黒点不良が減
少することも期待される。
【００１９】さらに、交差部の構成上、交差部の縦横比
が著しく大きかったり、著しく小さかったりした場合に
おいても、エッジ長が長くなることから局所的な寸法シ
フトに伴う黒ムラ・白ムラが発生するおそれがある。よ
って、当該交差部の縦横比は１／１０から１０の間に設
定することが望ましい。
【００２０】（実施の形態２）以下、本発明の実施の形
態２にかかる液晶表示装置について図３及び図４を参照
しながら説明する。図３はアクティブマトリクス型液晶
表示装置における画素部の構成図である。
【００２１】図３においては、任意の走査線信号配線１
と任意の映像信号配線２の交差点にスイッチング素子と
して薄膜トランジスタを形成し、ドレイン電極３を通じ
て画素電極４に接続している。また、画素電位を保持す
るべく、図４に示すように、前段走査線信号配線５の上
にゲート絶縁膜６を、ゲート絶縁膜６の上に保護絶縁膜
７を、保護絶縁膜７の上に容量絶縁膜として画素電極４
を設ける点においては、従来のアクティブマトリクス型
液晶表示装置における画素部の構成及び本実施の形態１
における構成と同等である。
【００２２】しかし、蓄積容量を前段走査線信号配線５
と画素電極４で構成するのではなく、走査線信号配線１
と同一層に存在し、かつ平行に配置され、全画素に接続
されている共通容量配線８と画素電極４で構成されてい
る点に相異がある。
【００２３】かかる構成とすることによっても、画素電
極４のうち蓄積容量電極としての役割を果たしている部
分が、共通容量配線８に対して、その２辺のみが共通容
量配線８の内側となるように構成されることになる。そ
のため、画素電極４のうち蓄積容量電極としての役割を
果たしている部分の周辺長は、従来の構成の場合よりも
短くなることから、画素電極４におけるエッチング処理
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によって、表示画面全体に対し局所的に画素電極パター
ン幅が太くなったり、あるいは細くなったりする寸法シ
フトが発生した場合であっても、その蓄積容量値の変動
量は小さくなる。したがって、寸法シフトによる表示品
質の劣化の度合も小さく抑制することが可能となる。
【００２４】
【発明の効果】以上のように、本発明にかかる液晶表示
装置によれば、蓄積容量を前段走査線信号配線又は共通
容量配線と画素電極とで構成し、かつ容量電極として配
置する前段走査線信号配線又は共通容量配線が画素電極
と交差するように、すなわち前段走査線信号配線又は共
通配線を被うように画素電極を配置することにより、加
工工程による寸法シフトの影響を小さくすることで表示
品位の劣化のない液晶表示装置を提供することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態１にかかる液晶表示装置
における画素構成図 *
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*【図２】  本発明の実施の形態１にかかる液晶表示装置
における蓄積容量断面図
【図３】  本発明の実施の形態２にかかる液晶表示装置
における画素構成図
【図４】  本発明の実施の形態２にかかる液晶表示装置
における蓄積容量断面図
【図５】  従来の液晶表示装置における画素構成図
【図６】  従来の液晶表示装置における蓄積容量断面図
【符号の説明】
１  走査線信号配線
２  映像信号配線
３  ドレイン電極
４  画素電極
５  前段走査線信号配線
６  ゲート絶縁膜
７  保護絶縁膜
８  共通容量配線

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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5C094/EA07 5C094/EA10 5C094/EB02 5C094/FB12 5C094/FB15 2H192/AA24 2H192/BC31 2H192
/CC26 2H192/DA02 2H192/DA62 2H192/EA66

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供了一种有源矩阵液晶显示装置，其中，减小了像素电极侧上的存储
电容器电极的局部尺寸偏移并且将显示质量的劣化最小化。 提供了以矩
阵状排列的多个扫描线信号配线和视频信号配线，与多个扫描线信号配
线和视频信号配线的交叉点对应的至少一个开关元件以及开关元件。 包
括连接至像素电极的像素电极以及由像素电极和用于保持像素电势的扫
描线信号布线构成的存储电容器，并且形成存储电容器的像素电极的一
部分在扫描线信号布线的宽度方向上。 这样就完全覆盖了。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bd3b4eb5-ea07-473f-9f98-064955152c1a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018600872/publication/JP2001272694A?q=JP2001272694A

